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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成29年6月1日(2017.6.1)

【公開番号】特開2015-205965(P2015-205965A)
【公開日】平成27年11月19日(2015.11.19)
【年通号数】公開・登録公報2015-072
【出願番号】特願2014-85773(P2014-85773)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｌ  21/00     (2006.01)
   Ｃ０８Ｊ   5/18     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ  23/26     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｌ   21/00     　　　　
   Ｃ０８Ｊ    5/18     ＣＥＱ　
   Ｃ０８Ｌ   23/26     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成29年4月14日(2017.4.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　熱可塑性エラストマー（Ａ）と共役ジエン改質ポリプロピレン系樹脂（Ｂ）からなる非
発泡シート用樹脂組成物であって、
　共役ジエン改質ポリプロピレン系樹脂（Ｂ）のＭＦＲ（２３０℃、２．１６ｋｇ）が０
．１～１０ｇ／１０分であり、
　共役ジエン改質ポリプロピレン系樹脂（Ｂ）の２００℃での動的粘弾性測定における角
振動数１ｒａｄ／ｓでの損失正接（ｔａｎδ）が２．０以下であることを特徴とする非発
泡シート用樹脂組成物。
【請求項２】
　熱可塑性エラストマー（Ａ）が下記１）から３）を満たすことを特徴とする請求項１に
記載の非発泡シート用樹脂組成物。
１）ＭＦＲ（２３０℃、２．１６ｋｇ）が０．１～１０ｇ／１０分
２）密度が０．８５ｇ／ｃｍ３以上０．８８ｇ／ｃｍ３以下
３）プロピレン含有量が５０重量％以上
【請求項３】
　非発泡シート用樹脂組成物に含まれる（Ａ）と（Ｂ）の合計を１００重量部とし、熱可
塑性エラストマー（Ａ）６０～９７重量部と、改質ポリプロピレン系樹脂（Ｂ）３～４０
重量部を含むことを特徴とする請求項１又は２に記載の非発泡シート用樹脂組成物。
【請求項４】
　非発泡シート用樹脂組成物に含まれる（Ａ）と（Ｂ）の合計を１００重量部とし、熱可
塑性エラストマー（Ａ）９０～９７重量部と、改質ポリプロピレン系樹脂（Ｂ）３～１０
重量部を含むことを特徴とする請求項１又は２に記載の非発泡シート用樹脂組成物。
【請求項５】
　請求項１～４のいずれかに記載の非発泡シート用樹脂組成物から得られる非発泡シート
。
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【請求項６】
　請求項５に記載の非発泡シートを加熱成形して得られる非発泡シート成形体。
【請求項７】
　請求項６に記載の非発泡シート成形体が自動車部品用であることを特徴とする非発泡シ
ート成形体。
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